
鹿児島市立明和小学校

｢明るいあいさつ，読書と花いっぱいの学校」
２月の目標

生活 ： 寒さに負けず，規則正しい生活をしよう

保健 ： 心 の健康に つい て考 え よ う

℡:２８１－２７２４ 令和６年 ２月号 児童数３７８人

言 葉 の 力 ～支えにする言葉は？～

校 長 井 上 貴 文

立春を過ぎ暦の上では春です。とは言え、まだまだ寒い日が続きますので、健康には十分留意し

て過ごしたいものです。特に、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの流行が著しい地域も

あるようですので、油断することなく感染防止対策に努めましょう。

さて、先日、本年度最後の全校朝会を実施しました。その際、明和中学校の立志

式に出席したことを子供たちに話しました。本校を卒業した２名の先輩が、「初志貫

徹」「実」の言葉を目標に掲げ、それらの言葉に寄せて自分自身の夢や覚悟を力強く

述べていたことを紹介しました。自分にとっての座右の銘を自分がいつも生活して

いる部屋に貼って常に忘れぬよう、目標として掲げることを勧めました。「なかよく」や「二重と

び○回」などの目標でもかまわないと思います。

また、わたし自身が校長室に掲げている言葉（句）についても紹介しました。それは、次の３つ

です。それぞれの言葉に寄せる思いを紹介し、校長として大事にしている心構えを伝えました。

先生と 話して 居れば 小春かな 寺田寅彦

嫌なことがあっても学校で先生と話していると小春日和のような温かい気持ちになれる

そんな明和小学校でありたい。

浜までは 海女も 蓑着る 時雨かな 滝 瓢水

海の中で仕事をする海女さんでさえ、冷たい時雨に濡れぬよう蓑で体を守る、そのよう

に、最後まで油断することなく物事の解決に当たりたい。

どんな難問でも 必ず 答えは ある

あるテレビドラマの台詞の一部。どのような課題にも誠心誠意

取り組むことで道は必ず開けることを信じて日々前進していく

気持ちを大事にしたい。

言葉には人を励まし勇気づけ人生をよい方へと変える力があります。また「言霊（ことだま）」

と言われるように、夢や希望を言葉にすることによってかなえやすくなったり思ってもいなかった

ことに気づいたりするなど、古来から言葉には強力な力が宿っていると考えられています。始業式

で３学期はたいへん短い期間ではあるけれど、進学・進級を控えて心が大きく成長する時期である

ことを伝えました。自分自身の成長のために支えとなる言葉は、日常のあらゆる所で発見できるも

のです。まずは、ひと言、掲げてみてはいかがでしょう。

https://www.keinet.com/meiwas/


